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長浜市総合計画の策定について（答申） 

 

１ はじめに 

  令和７年４月２２日付け長政策第000032号で諮問のありました長浜市

総合計画の策定について、本審議会では、令和７年４月から令和８年７

月までの間、計４回にわたり慎重に審議を重ねてまいりました。 

  審議にあたっては、市民意識調査をはじめ、市内保育園・認定こども

園・小中学校におけるワークショップ、高校生・大学生トーク、長浜ま

ち未来（みく）じイベント、市民活動団体や地域住民との意見交換等の

様々な市民参画の仕組みを活用して対話を重ね、寄せられた市民の皆様

の声を踏まえて、議論を深めてまいりました。 

  その審議の結果について、以下のとおり答申します。 

 

２ めざすまちの姿について 

  将来の長浜市がめざすまちの姿については、「みんなで未来をつむぐま

ち」を提案します。 

  本市には、自らまちづくりに主体的に関わり、地域を築きあげる「市

民の誇り」（シビックプライド）が根付いています。シビックプライド

は、市民一人ひとりの心の核であるとともに、本市の精神的な背骨と言

えるものです。また、本市は古くから外部との交流を通じて新たな知識

や技術を積極的に取り入れてきた進取の気性を有しており、本市のシビ

ックプライドはもともと「開かれた」特質を備えています。 



  今後、さらに進む人口減少などの課題に対応するため、この「開かれ

たシビックプライド」を核として、市外の方々とも温かな関係を育みな

がら、互いの知恵や力を持ち寄り、新たな挑戦を重ねていくことが重要

です。そして、自然・文化・歴史といった貴重な地域資源や長浜らしさ

を次代へ継承し、市内外の多様な人々とともに、みんなで支え、みんな

で磨き、みんなで築きあげていくまちづくりを進めていただくことを望

みます。 

  こうしたまちづくりを進めるにあたっては、政策の柱として、「こども

若者」「健康・医療・福祉」「歴史・自然・観光」「産業」「教育・文化」

「安心・安全」「進取の気性」の７つを「７つの輝き」（７つのまちづく

り政策）として掲げ、個々の輝きを磨きあげるだけでなく、それらを織

りなすことで、さらに新たな輝きを見出し、まち全体の魅力が一層高ま

っていくことを望みます。 

  こうした人と人との温かなつながり、過去から未来への受け継ぎ、そ

して一人ひとりの小さなこころみを糸のように紡ぎ合わせながら、「みん

なで未来をつむぐまち」を実現し、「開かれたシビックプライド」を背骨

に「７つの輝き」が織りなす「もっと輝く長浜」をめざすことを期待し

ます。 

  また、この「めざすまちの姿」を踏まえ、別添１のとおり長浜市総合

計画基本構想（案）を取りまとめましたので、併せて提出します。本答

申を踏まえた基本構想（案）の内容をできる限り反映した基本構想を策

定されるとともに、その推進にあたっては、成果指標に基づく達成状況

の検証と、行政評価を活用したPDCAサイクルによる進捗管理を行い、

その結果を本審議会に報告するとともに、毎年度の政策編成・予算編成

等に反映することで、効果的・効率的な行政運営を推進されることを期

待します。 

 

３ 共感を得る表現・手法等について 

  長浜市総合計画基本構想は、行政の内部文書にとどまらず、市民の皆

様が広く認知し、自分ごととして捉え、主体的にまちづくりに関わるこ

とで、はじめてその価値が発揮されるものです。 



  このため、基本構想（案）の取りまとめにあたっては、写真やイラス

トを多用した読みやすい紙面とし、平易な言葉での記述に努めたところ

です。今後、カタカナ語や専門用語等には市民目線の解説を付していた

だくとともに、子どもから高齢者まで、また外国にルーツを持つ方々を

含め、誰もが内容を理解できるわかりやすい概要版の作成を望みます。 

  また、計画を「作って終わり」とせず、その施策展開を市民・事業

者・関係団体等が協働して取り組んでいくことが重要です。本審議会で

は、そのための手法として、ブランディング戦略の展開、広報・情報発

信、参加・体験型の普及啓発活動、財政的な支援、法制度の整備など多

岐にわたる方策を、別添２のとおり長浜市総合計画基本構想の共有手法

として取りまとめています。本答申を踏まえた共有手法をできる限り実

践することにより、幅広い年代層や地域の方々への基本構想の浸透を図

っていただくことを期待します。 

 

４ おわりに 

  長浜市は、人口減少が続く厳しい現実に直面する一方、古くから受け

継がれてきた自治の歴史と、進取の気性に代表される挑戦の文化、そし

てそれらに裏打ちされた市民の力という、他に類を見ない財産を有して

います。「開かれたシビックプライド」を背骨に、「７つの輝き」が織り

なすまちをめざすことで、この難局を乗り越え、「もっと輝く長浜」を実

現できると確信しています。 

  市長におかれましては、本答申の趣旨を最大限尊重しつつ、市民・事

業者・関係団体等との不断の対話を通じて、限られた経営資源を効果

的・効率的に活用しながら、本計画を着実に推進されるよう強く求めま

す。 

 

 

【別添資料】 

  別添１ 長浜市総合計画基本構想（案） 

  別添２ 長浜市総合計画基本構想の共有手法 

 


